
JIFA日本語教師
一年間の活動記録

日本国際親善協会教育部部長

更井さおり
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現地で活動する意義

• 国際交流の促進

日本人教師がベトナムにいることで、両国の交流が深まり、

相互理解が進みます。

日本人教師と生徒の関係を通じて、将来的なビジネスや

文化交流のネットワークが形成されます。

• 心の育成

日本で働く基盤としての心（公徳心）を養います
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1. 発音矯正
- 発音を矯正するための特別な講義を実施。

2. リスニング強化
- リスニング力を強化するための訓練を実施。

3. フォトランゲージ
- 写真を用いて日本語の表現（形容詞）を学ぶ。

4. 週１回の個別会話テスト
- 毎週金曜日に個別の会話テストを実施。

5. 『説明』をしよう
- 物事を説明する能力を養うための授業を実施。

6. 早口言葉検定実施
- 早口言葉の検定を実施。発音の練習と楽しみ。

7. 日本の歌
- 日本の歌を学び、歌うことで発音やリズムを習得。

言語教育
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1. 巻き寿司
- 巻き寿司・広島お好み焼きを作成。日本の食文化を体験。

2. 折り紙
- 折り紙教室を開催。様々な形を作り、日本の伝統文化に親しむ。

3. 書道
- 書道の基本を教え、美しい文字を書く体験。

4. 茶道
- 茶道体験を通じて、日本の礼儀作法を学ぶ。

5. 和菓子作り体験
   - どら焼き・みたらし団子作りを実施。日本のお菓子作りを体験。

6. 絵手紙
- 絵手紙の作成。創造力を養いながら日本の伝統を学ぶ。

7. 作品展(書道・絵手紙・工作など)
 - 生徒の作品を展示。創造的な活動の成果を発表。

文化・趣味活動
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1. 特別なコミュニケーション講座（全12回）
- 商習慣、生活習慣・安全・敬語 などについて学ぶ。

2. 介護技能実習生クラス
- 専門用語や現場の会話、介護の知識、申し送りのやり方

を学ぶ。
      その他、臨時講師のタオさんによる講義実施。

3. 接客業のマナー
- 接客業におけるマナーや礼儀作法を学ぶ。

4. 平和学習
- 久保田涼子氏（被爆者３世）を招いて講演を実施。

平和について学ぶ。

5. 日本の最新ニュース
- NHK Worldを通じて最新の日本のニュースを学ぶ。

6. 都道府県のことを調べる
- 各都道府県について調査し、発表する活動。

7. 新紙幣について
- 日本の新しい紙幣について学び、知識を深める。

日本社会について講義

5

1. ゴミ拾い
- 学校周辺の清掃活動。道を歩きながら言葉を覚えたり、
日本の環境保護意識を学ぶ。

2. 防災
-地震時の防災訓練・災害時の対応方法を学ぶ。

3. 地域の小学生と交流
-ひらがな・あいさつ・折り紙・ピアニカなどを指導。

社会貢献・地域活動
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1. 勉強会開催
 - ベトナム人教師向けの勉強会を開催。発音、心理ゲーム、茶道などを学ぶ。

2. 買い物
- 日系スーパー（イオン）での買い物体験を通じて、実用的な日本語を学ぶ。

3. レストランやカフェで日本語で会話
- レストランやカフェでの日本語会話を実践。

4. ハイフォンASV日本語センター訪問
- N3、こども日本語コース訪問、交流。折り紙や文房具の寄付。七夕イベント。

5. ゴールデン外国語センター（ハティン省ハティン市）訪問
- 臨時講師として書道や絵手紙の日本文化活動を実施。

6. キーラム高校（ハティン省キーアイン）訪問
- 日本文化紹介の15分間スピーチと折り紙のプレゼント。

7. アラジングループ（ハティン省ハティン市） 訪問
-アラジン日本語センター、ハティン工科短期大学内日本語センター臨時講義。

教師・生徒交流
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生徒たちの旅立ち
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どうもありがとうございました！
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